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二軒小屋上流の工事現場 もうもうと土埃が舞い上がっていた

南
ア
ル
プ
ス
の
最
深
部
、

訪
れ
る
人
も
少
な
い
大
井
川

源
流
域
。
二
軒
小
屋
周
辺

は
、
自
然
が
豊
か
に
残
さ
れ

た
国
内
で
も
希
少
な
場
所
で

す
。
そ
こ
に
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に

よ
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

長
大
な
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
に

よ
る
沢
の
水
枯
れ
、
掘
り
出

し
た
残
土
の
残
置
、
長
期
間

に
わ
た
る
工
事
用
宿
舎
や
道

路
の
建
設
…
…
。
自
然
へ
の

多
大
な
影
響
と
破
壊
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟

は
、
全
国
理
事
会
内
に
「
リ

ニ
ア
問
題
検
討
委
員
会
」（
事

務
局
長
：
竹
本
幸
造
）
を
設

置
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ま

ず
、
自
分
の
目
で
現
場
を
見

て
こ
よ
う
と
、
８
月

日
～
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９
月
１
日
に
浦
添
理
事
長
、

竹
本
検
討
委
員
会
事
務
局

長
、
久
保
典
子
全
国
理
事
の

３
人
が
、
大
井
川
源
流
の
二

軒
小
屋
か
ら
さ
ら
に
奥
の
建

設
現
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
、
延
長

㎞
に
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お
よ
ぶ
南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ

ル
の
非
常
口
が
作
ら
れ
、
そ

こ
か
ら
大
量
の
土
砂
が
搬
出

さ
れ
て
、
大
井
川
の
谷
間
に

残
置
さ
れ
ま
す
。
工
事
期
間

は

年
間
、
７
百
人
が
生
活

10
す
る
作
業
員
宿
舎
も
建
設
さ

れ
ま
す
。

二
軒
小
屋
か
ら
奥
に
１
時

間
半
ほ
ど
歩
く
と
、
す
で
に

樹
木
が
伐
採
さ
れ
た
宿
舎
建

設
の
敷
地
が
あ
り
ま
し
た
。

幅
広
い
工
事
用
道
路
や
橋
も

仮
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
ぐ

横
を
大
型
ダ
ン
プ
が
排
気
ガ

ス
を
ま
き
散
ら
し
、
土
埃
を

高
く
巻
き
上
げ
て
す
れ
違
っ

て
い
き
ま
し
た
。
道
路
が
一

部
崩
壊
し
、
土
砂
が
河
原
に

流
れ
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。

計
画
ス
ト
ッ
プ
へ

工
事
が
本
格
化
す
れ
ば
、

毎
日
４
８
０
台
の
ダ
ン
プ
が

行
き
か
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
地
は
、
南
ア
ル
プ

ス
再
奥
部
の
自
然
が
も
っ
と

も
豊
か
に
残
さ
れ
た
所
で

す
。
自
然
環
境
の
保
全
が
叫

ば
れ
る
今
日
、
こ
こ
を
そ
ん

な
ふ
う
に
し
て
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
ま

で
の
総
工
費
は
総
額
９
兆
円

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
こ
の

巨
額
を
Ｊ
Ｒ
東
海
一
社
だ
け

で
調
達
で
き
る
の
か
、
そ
し

て
、
そ
れ
を
運
賃
収
入
で
回

収
で
き
る
の
か
も
疑
問
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
森
友
学
園
や

加
計
学
園
問
題
の
よ
う
に
、

国
民
そ
っ
ち
の
け
で
税
金
が

投
入
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
磁
気
浮
上
方
式
を

採
用
す
る
リ
ニ
ア
新
幹
線
は

現
行
の
新
幹
線
に
比
べ
て
も

膨
大
な
電
力
を
必
要
と
し
ま

す
。
そ
の
電
力
を
ま
か
な
う

た
め
に
は
、
必
然
的
に
原
子

力
発
電
に
依
存
せ
ざ
る
を
え

ず
、
原
発
再
稼
働
促
進
に
つ

な
が
り
ま
す
。

こ
の
建
設
計
画
に
は
国
の

省
庁
で
あ
る
環
境
省
も
、
環

境
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
、

２
０
１
４
年
６
月
に
当
時
の

環
境
大
臣
・
石
原
伸
晃
氏
の

名
で
意
見
書
を
国
土
交
通
大

臣
に
あ
て
て
提
出
し
て
い
ま

す
（
２
面
に
そ
の
冒
頭
部
分

を
掲
載
）。

全
国
各
地
の
経
験
と
意
見

を
全
国
連
盟
に
反
映
さ
せ
よ

う
と
、
広
域
理
事
会
制
度
が

２
０
１
６
年
２
月
の
全
国
総

会
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
の

通
信
回
線
を
利
用
し
て
、
在

宅
し
て
い
る
広
域
の
理
事

（
現
在
９
名
）
が
労
山
事
務

所
に
接
続
し
、
会
議
の
様
子

を
視
聴
し
、
必
要
に
応
じ
て

発
言
を
し
て
い
ま
す
。
事
務

所
に
は
高
性
能
の
マ
イ
ク
・

ス
ピ
ー
カ
ー
装
置
も
購
入
し

ま
し
た
。
ま
た
、
年
２
回
は

全
員
が
東
京
の
事
務
所
に
集

ま
り
、
顔
を
合
わ
せ
て
論
議

し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
、
当
初
は
無
料
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
＝
「
ス
カ
イ
プ
」

を
使
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

安
定
性
に
欠
け
た
た
め
、
現

在
は
有
料
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
依
然
と
し

て
、
地
方
の
理
事
に
は
会
場

内
の
発
言
が
聞
き
取
り
に
く

い
面
は
残
り
ま
す
が
、
少
し

ず
つ
改
善
を
は
か
っ
て
い
ま

す
。

全国理事会の様子。正面
のスクリーンに地方にい
る理事の顔が投影される。

全
国
理
事
会
の
広
域
化

徐
々
に
整
備
を
す
す
め
本
格
化

あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
転
載
し
た

南
ア
ル
プ
ス
ト
ン

ネ
ル
の
経
路

今
な
ら
ま
だ
止
め

ら
れ
ま
す
。
労
山
全

国
連
盟
は
、
独
自
の

反
対
署
名
を
全
国
的

に
取
り
組
む
こ
と
を

提
起
し
て
い
ま
す
。

署
名
用
紙
は
労
山
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
各
会
・
各
地
方

連
盟
で
会
員
は
も
ち

ろ
ん
、
家
族
、
友
人

や
、
周
囲
の
登
山
者

に
も
呼
び
か
け
て
、

た
く
さ
ん
の
署
名
を

集
め
て
、
労
山
全
国

連
盟
に
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
目
標
は
３
万

名
で
す
。

全
国
各
地
で
署
名
に
全
力
を

大
型
ダ
ン
プ
が
排
気
ガ
ス
と

土
埃
り
を
ま
き
散
ら
す

見
て
き
た
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
現
場

知
ら
な
い
う
ち
に
す
す

知
ら
な
い
う
ち
に
す
す
むむ

リ
ニ
ア
新
幹
線
工

リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事事

署名用紙
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福島県連理事長 佐藤和典

福
島
県
で
は
、
東
日

本
大
震
災
と
原
発
事
故

か
ら
６
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
在

も
多
く
の
住
民
が
避
難

生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
な
か

で
、
労
山
福
島
県
連
は

「
全
国
の
仲
間
に
福
島
に
来
て

い
た
だ
き
、
そ
の
現
状
を
見
て

も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
い
ま

だ
に
残
る
風
評
被
害
を
少
し
で

も
払
拭
し
た
い
」
と
、
９
月
16

日
夜
に
喜
多
方
市
の
「
農
村
婦

人
の
家
」
で
、「
福
島
交
流
登
山

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
全
国
連
盟

女
性
委
員
会
を
始
め
、
京
都
・

東
京
・
宮
城
の
各
団
体
と
、
県

連
盟
５
団
体
（
大
阪
か
ら
の
参

加
は
台
風
の
影
響
で
直
前
キ
ャ

ン
セ
ル
）
の
計

名
ほ
ど
で
し

50

た
。
土
曜
日
の
夜
の
交
流
会
で

は
、
福
島
県
連
・
佐
藤
和
典
理

事
長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
相
馬
山
歩
会
・
会
長
の
村

松
孝
一
さ
ん
に
よ
る
講
演
で
、

東
電
福
島
原
発
事
故
後
の
県
内

の
山
の
放
射
線
量
や
事
故
後
の

状
況
、
避
難
の
実
態
と
風
評
被

害
、
さ
ら
に
は
食
品
等
の
安
全

性
な
ど
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
あ
と
、
各
山
岳
会
の
自

己
紹
介
、
そ
し
て
山
の
歌
「
山

は
心
の
ふ
る
さ
と
」
の
紹
介
な

ど
が
あ
り
、
喜
多
方
自
慢
の
生

蕎
麦
や
地
酒
も
振
る
舞
わ
れ
る

な
ど
、
夜
遅
く
ま
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
、
台
風

号
の
列

18

島
縦
断
の
最
中
で
し
た
が
、
日

曜
日
の
登
山
は
午
後
か
ら
の
雨

と
強
風
の
な
か
、
磐
梯
山
や
雄

国
沼
周
辺
の
散
策
を
楽
し
み
ま

し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。

「
安
全
登
山
講
座
」
を
開
催

大
宣
伝
で
一
般
参
加
が

名
15

労
山
山
口
県
連
（
会
員
数
80

名
）
は
９
月

日
（
日
）
午
前

10

中
に
、
山
口
市
南
総
合
セ
ン
タ

ー
で
安
全
登
山
講
座
「
山
で
の

ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
処
法
」
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

講
師
は
全
国
理
事
の
田
上
千

俊
さ
ん
で
す
。
田
上
さ
ん
は
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
労
山
内

で
発
生
し
た
具
体
的
な
事
例
を

紹
介
し
な
が
ら
、
自
身
の
経
験

も
踏
ま
え
て
、
分
か
り
や
す

く
、
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
て
か
た

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

田
上
氏
の
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
①
登
山
行
為
の
危
険
性
を

正
し
く
認
識
す
る
、
②
道
具
の

正
し
い
使
い
方
を
知
る
、
③
正

し
い
救
助
を
す
る
、
の
３
点
で

し
た
。
ま
た
、
そ
の
場
に
あ
る

道
具
（
ザ
ッ
ク
や
ス
ト
ッ
ク
）

を
用
い
て
の
搬
出
方
な
ど
の
実

技
講
習
も
行
い
ま
し
た
。

◇

◇

◇

今
回
の
講
座
に
は
、
県
内
の

労
山
２
団
体
か
ら
参
加
者

名
30

の
他
、
一
般
か
ら
も

名
が
参

15

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
会
員
が

１
０
０
人
に
満
た
な
い
山
口
県

労
山
に
と
っ
て
大
き
な
成
果
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

県
連
と
し
て
、
こ
の
取
り
組

み
の
た
め
２
千
枚
の
カ
ラ
ー
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
新
聞
折
り
込

み
、
テ
レ
ビ
に
よ
る
告
知
放

送
、
登
山
用
品
店
で
の
掲
示
、

登
山
口
や
山
頂
で
の
配
布
活

動
、
友
好
団
体
へ
の
チ
ラ
シ
送

付
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

◇

◇

◇

今
回
の
講
座
後
、
数
人
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
入
会
に
至
る
ケ
ー
ス
が
生

ま
れ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で

す
。
し
か
し
、
会
内
外
へ
の
安

全
登
山
思
想
の
普
及
の
た
め
、

今
後
も
定
期
的
に
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
行
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

積
極
的
に
打
っ
て
出
る
こ
と

で
、
労
山
の
認
知
度
の
向
上
つ

な
が
る
と
い
う
教
訓
を
得
ま
し

た
。参

加
者
の
感
想
か
ら

・
山
で
の
事
故
は
自
分
と
は
無

関
係
と
、
今
ま
で
脳
天
気
に

山
登
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

だ
れ
に
も
事
故
は
起
こ
り
う

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

・
今
ま
で
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
で

少
し
は
学
ん
で
い
た
が
、
あ

ら
た
め
て
具
体
的
な
事
故
例

を
知
る
こ
と
で
、
山
は
や
さ

し
い
も
の
で
は
な
い
と
実
感

さ
せ
ら
れ
た
。

・
こ
れ
か
ら
メ
ン
バ
ー
と
行
動

す
る
と
き
に
、
だ
れ
で
も
責

任
あ
る
立
場
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
自
分
も
そ
の
対
応

守
屋
さ
ん

今
度
は
六
甲
山
の

「
登
山
詳
細
図
」

労
山
前
会
長
の
守
屋
益
男

さ
ん
と
息
子
の
守
屋
二
郎
さ

ん
が
作
成
し
て
い
る
人
気
の

「
登
山
詳
細
図
」
シ
リ
ー
ズ

に
、
新
編
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
兵
庫
県
の
六
甲
山
系
東
編

と
西
編
で
す
。
税
込
み
９
７
２

円
の
と
こ
ろ
、
労
山
特
価
各
８

０
０
円
＋
送
料
で
お
分
け
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
全
国
連
盟
事

務
局
。
メ
ー
ル
j
w
a
f
@
j

w
a
f
.
j
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能
力
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
た
。

・
単
独
で
は
な
く
、
山
岳
会
に

入
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

な
ど
、
今
後
の
安
全
登
山
に

つ
な
が
る
感
想
が
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

実技講習も人気だった

「今の福島 ぜひ見に来て」
交流集会に全国から50名

山
口
県
連
理
事
長

糸
山
隆
志

環
境
省
は
、
２
０
１
４
年
６

月
５
日
、
J
R
東
海
が
建
設
予

定
の
中
央
新
幹
線
（
東
京
都
・

名
古
屋
市
間
）
に
係
る
環
境
影

響
評
価
書
に
対
す
る
石
原
伸

晃
環
境
大
臣
意
見
を
国
土
交
通

大
臣
に
提
出
し
た
。

●
環
境
大
臣
意
見

本
事
業
は
、
そ
の
事
業
規
模

の
大
き
さ
か
ら
、
工
事
及
び
供

用
時
に
生
じ
る
環
境
影
響
を

最
大
限
、
回
避
、
低
減
す
る
と

し
て
も
、
な
お
相
当
な
環
境
負

荷
が
生
じ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
例
え
ば
、
本
事
業
の
ほ

と
ん
ど
の
区
間
は
ト
ン
ネ
ル
で

通
過
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
多
く
の
水
系
を
横
切
る
こ

と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水

が
ト
ン
ネ
ル
湧
水
と
し
て
発
生

し
、
地
下
水
位
の
低
下
、
河
川

流
量
の
減
少
及
び
枯
渇
を
招

き
、
ひ
い
て
は
河
川
の
生
態
系

に
不
可
逆
的
な
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
高
い
。
特
に
、
山

梨
県
か
ら
長
野
県
に
ま
た
が
る

の
環
境
行
政
の
使
命
で
も
あ

る
。ま

た
、
本
事
業
の
供
用
時
に

は
現
時
点
で
約
2
7
万
k
W

と
試
算
さ
れ
る
大
量
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、

現
在
我
が
国
が
、
あ
ら
ゆ
る
政

模
事
業
者
と
し
て
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
低
減
に
向
け
て
主

体
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
他
に

も
、
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
に
伴
い

多
量
に
発
生
す
る
発
生
土
の
適

正
な
処
理
、
希
少
動
植
物
の
生

息
地
・
生
育
地
の
保
護
、
工
事

の
実
施
に
伴
う
大
気
汚
染
、
騒

音
・
振
動
対
策
等
、
本
事
業
の

実
施
に
伴
う
環
境
影
響
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
。
（
以
下

省
略
）

※
こ
こ
に
掲
載
し
た
の
は
意
見

書
の
冒
頭
部
分
で
、
こ
の
あ
と

に
詳
し
い
環
境
省
と
し
て
の
対

策
案
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

地
域
の
一
部
は
、
我
が
国
を
代

表
す
る
優
れ
た
自
然
の
風
景
地

と
し
て
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
し

て
の
利
用
も
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
当
該
地
域
の
自
然
環
境

を
保
全
す
る
こ
と
は
我
が
国

策
手
段
を
講
じ
て
地
球
温
暖
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
状

況
下
、
こ
れ
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
は
看

過
で
き
な
い
。
供
用
時
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
低

減
と
調
達
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

グ
リ
ー
ン
化
等
を
行
い
、
大
規

リ
ニ
ア
新
幹
線
計
画
に
対
す
る

環
境
大
臣
意
見
書
（
２
０
１
４
年
）

c
c

c
c

c
c

c
c

c
c

c
c

c

広
島
県
で
も
空
白
地
域
に
挑
戦

登
山
講
座
に
元
気
な
女
性
が

広
島
県
連
は

年
近
く
「
3

10

0
0
の
峰
を
こ
え
よ
う
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
た
て
、
会
員

拡
大
に
と
り
く
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
進
一
退
の
状

況
が
続
き
、
あ
と
一
歩
で
3
0

0
の
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
た
年
も

あ
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
3

0
0
人
の
会
員
と
い
う
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
を
増
や

し
て
い
く
に
は
新
た
な
組
織
を

つ
く
ろ
う
と
空
白
地
域
（
東
広

島
市
）
で
登
山
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

組
織
部
長
の
奮
闘
で
東
広
島

市
教
育
委
員
会
の
後
援
を
取
り

付
け
、
会
場
も
確
保
。
そ
し
て

受
講
者
を
組
織
す
る
た
め
に
二

つ
の
駅
で
の
チ
ラ
シ
配
布
、
ス

ー
パ
ー
前
で
の
チ
ラ
シ
配
布
。

複
数
の
団
体
に
チ
ラ
シ
渡
し
な

ど
2
0
0
0
枚
の
チ
ラ
シ
等
で

宣
伝
を
し
ま
し
た
。
結
果
、
受

講
生
は

代
の
3
人
。
登
山
は

40

初
心
者
で
す
。
元
気
の
良
い
女

子
。
会
を
発
足
さ
せ
る
た
め
の

核
に
な
り
そ
う
な
の
で
、
今
後

講
座
終
了
後
も
県
連
と
し
て
責

任
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
左
が
、
広
島
県
連
が
作
成
し

た
登
山
講
座
の
チ
ラ
シ

9
9

9
9
9

9
9

9
9

9
9

9
9

女
性
委
員
会
結
成
か
ら

年
40

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
届
け
し
ま
し
た

{
{

{
{
{
{
{
{
{
{
{
{

山
岳
救
助
の
防
災
ヘ
リ

埼
玉
県
で
１
月
か
ら
有
料
に

登
山
中
に
事
故
を
起
こ
し
、

救
助
を
お
願
い
す
る
時
に
出
動

し
て
く
れ
る
の
が
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
す
が
、
埼
玉
県
で
は

２
０
１
８
年
１
月
１
日
か
ら
一

部
有
料
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２
０
１
７

年
３
月
県
議
会
で
自
民
／
公
明

に
よ
り
可
決
さ
れ
た
条
例
に
基

づ
く
も
の
。
指
定
さ
れ
た
６
カ

所
の
埼
玉
県
内
地
域
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
小
鹿
野
二
子
山
（
西
岳
中
央

峰
山
頂
か
ら
1
㎞
以
内
）

○
両
神
山
（
山
頂
か
ら
3
㎞
以

内
）

○
甲
武
信
ヶ
岳（
山
頂

か
ら
5
㎞
以
内
）
○
日
和
田

山（
男
岩
か
ら
1
0
0
m
以
内
）

○
笠
取
山
（
山
頂
か
ら
5
㎞
以

内
）
○
雲
取
山（
山
頂
か
ら
3

㎞
以
内
）

手
数
料
と
し
て
支
払
う
金
額

は
、
防
災
ヘ
リ
の
飛
行
時
間
5

分
ご
と
に
5
千
円
（
過
去
の
平

均
救
助
時
間
1
時
間
で
計
算
す

る
と
６
万
円
）。

詳
し
く
は
埼
玉
県
警
察
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

労
山
全
国
連
盟
に
女
性
委
員

会
が
１
９
７
７
年
に
結
成
さ
れ

て
か
ら

年
を
記
念
し
て
、
そ

40

の
活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
女
性
委
員
会
が
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
「
よ
う
こ
そ
女
性
委
員

会
へ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
す

で
に
各
地
方
連
盟
に
、
男
性
会

員
も
含
め
て
各
会
全
会
員
数
分

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
配
布
し

て
い
た
だ
き
、
女
性
の
活
動
が

よ
り
活
発
に
な
る
よ
う
、
役
立

て
て
く
だ
さ
い
。

広
島
県
連
理
事
長

坂
井
エ
イ
コ
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●スポーツ基本法 第２条 スポーツは、これを

通じて幸福で豊かな生活を営むことが人々の権利である

ことに鑑み、国民が生涯にわたりあらゆる機会とあらゆ

る場所において、自主的かつ自律的にその適性及び健康

状態に応じて行うことができるようにすることを旨とし

て、推進されなければならない。

労
山
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
と
も
に

国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
・
発
展
を
め
ざ
す

4
0
年
以
上
も
前
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
精
神
で

２
０
１
１
年
に
国
会
で
制
定

さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」

は
、
第
２
条
で
基
本
理
念
を
別

掲
の
よ
う
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
制

定
さ
れ
る

年
以
上
も
前
か

40

ら
、
ま
さ
に
こ
の
精
神
を
掲

げ
、
広
く
国
民
の
な
か
に
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
と
発
展
を
め
ざ
し

て
活
動
し
て
き
た
組
織
、
そ
れ

が
「
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
」

で
す
。

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
は
、

こ
の「
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
」

と
協
力
し
な
が
ら
、
長
い
年
月

を
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

同
連
盟
は
今
日
、
日
本
全
国
に

４
千
ク
ラ
ブ
以
上
、
約
５
万
８

千
人
の
会
員
を
擁
す
る
組
織
に

発
展
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
加
盟
し
て
い
る
主
な

ス
ポ
ー
ツ
種
目
は
卓
球
、
テ
ニ

ス
、
野
球
、
ス
キ
ー
、
サ
ッ
カ

ー
、
水
泳
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
な
ど
と
多
彩
で
す
。

「
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
」は

１
９
６
５
年

月
、
東
京
・
九

11

段
会
館
で
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
組
織
名
称
は
「
新
日
本

体
育
連
盟
」（
略
称
：
新
体
連
）

で
し
た
。
新
体
連
は
１
９
９
５

年
に
名
称
を
「
新
日
本
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
」
と
改
称
し
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

新
体
連
が
創
立
さ
れ
た
背
景

に
は
、
高
度
経
済
成
長
と
と
も

に
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
国
民
の
自

覚
的
・
民
主
的
運
動
が
お
こ
り
、

ま
た
、
勤
労
青
年
の
ス
ポ
ー
ツ

要
求
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

当
時
、
労
働
組
合
も
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
対
抗

し
て
会
社
側
も
取
組
を
強
め
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
１
９
６
４

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の

影
響
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
般
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
行

う
に
は
、
ま
だ
ま
だ
環
境
も
制

度
も
き
わ
め
て
不
十
分
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
誰
で
も
参
加

で
き
る
自
主
的
な
ス
ポ
ー
ツ
組

織
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
い
ち
早
く
作
ら
れ

た
の
が
、
伊
藤
正
一
さ
ん
ら
を

中
心
と
す
る
私
た
ち
の
「
勤
労

者
山
岳
会
」（
１
９
６
０
年
５
月

創
立
）
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
高
ま
り

は
、「
全
国
青
年
ス
ポ
ー
ツ
祭

典
」
と
し
て
結
実
し
ま
す
。
１

９
６
３
年
、
日
本
民
主
青
年
同

盟
の
呼
び
か
け
を
き
っ
か
け

に
、
同
年
６
月
、
神
奈
川
県
の

三
ツ
沢
競
技
場
で
第
１
回
祭
典

が
開
催
さ
れ
、
３
万
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
以
後
、
毎
年
開
催

さ
れ
、
第
３
回
は
１
９
６
５
年

月
に
東
京
の
国
立
競
技
場
を

11中
心
に
開
か
れ
、
４
万
２
千
人

Q
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U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

U
U

弘
さ
ん
を
先
頭
に
し
た
入
場
行

進
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

が
参
加
し
ま
し
た
。
労
山
も
毎

回
、
こ
の
祭
典
に
参
加
し
、
第

３
回
は
労
山
旗
を
掲
げ
た
吉
尾

●穂高よさらば

穂高よさらば また来る日まで

奥穂にはえる あかね雲

返り見すれば 遠ざかる

まぶたに残る ジャンダルム

◯雷撃隊出動の歌

母艦よさらば 撃滅の

翼にはえる あかね雲

返り見すれば 遠ざかる

まぶたに残る 菊の花

「穂高よさらば」は
槍ヶ岳山荘で

生まれた

「
山
と
仲
間
」
誌
に
載
っ
た

槍
ヶ
岳
山
荘
支
配
人

藤
原
正
人
さ
ん
が
明
か
す
由
来

「
山
と
仲
間
」１
９
８
０
年
７

月
号
掲
載
の
『「
穂
高
よ
さ
ら

ば
」
が
創
ら
れ
た
日
』
を
読
み
、

私
は
非
常
に
驚
く
と
共
に
憤
り

を
感
じ
た
の
で
、
そ
の
真
実
を

明
か
す
た
め
に
こ
の
一
文
を
草

す
る
次
第
で
あ
る
。

「
穂
高
よ
さ
ら
ば
」
の
歌
は
、

す
で
に
昭
和

年
代
後
半
に
槍

20

ヶ
岳
山
荘
（
当
時
は
「
肩
の
山

荘
」
と
い
っ
た
）
で
、
私
た
ち

従
業
員
の
間
で
歌
わ
れ
て
い

た
。
昭
和

年
夏
の
槍
ヶ
岳
山

25

荘
に
慈
恵
医
大
山
岳
診
療
所
が

創
立
さ
れ
、
慈
恵
医
大
の
山
岳

部
の
学
生
た
ち
が
大
勢
小
屋
に

来
ら
れ
た
が
、
当
時
の
小
屋
は

非
常
に
狭
い
た
め
に
、
私
た
ち

れ
、
私
た
ち
従
業
員
の
好
き
な

歌
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

こ
の
歌
は
当
時
学
生
で
あ
っ

た
田
村
扇
一
先
生
（
現
在
川
口

医
師
会
病
院
長
）
が
、
軍
歌
の

曲
（
後
述
）
に
合
わ
せ
て
作
詞

し
た
の
が
始
ま
り
と
聞
い
て
い

た
の
で
、
今
回
、
三
郷
山
岳
会

の
作
詞
作
曲
で
あ
る
と
「
山
と

仲
間
」
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、

正
に
寝
耳
に
水
の
驚
き
で
、
早

速
当
時
の
慈
恵
医
大
山
岳
部
員

あ
る
い
は
槍
ヶ
岳
山
荘
の
元
従

業
員
な
ど
に
く
わ
し
く
そ
の
事

情
を
尋
ね
た
結
果
、
次
の
こ
と

が
判
明
し
た
。

こ
の
歌
の
元
歌
は
、
東
宝
映

画
「
雷
撃
隊
出
動
」
挿
入
歌

「
雷
撃
隊
出
動
の
歌
」（
米
山
忠

雄
作
詞
、
古
関
裕
而
作
曲
、
昭

和

年
２
月
）
で
、
田
村
扇
一

20
先
生
は
こ
の
歌
が
大
変
に
好
き

で
い
つ
も
口
ず
さ
ん
で
い
た
。

そ
し
て
元
歌
の
一
番
の
一
部
分

を
変
え
る
だ
け
で
「
穂
高
よ
さ

ら
ば
」
の
一
番
が
簡
単
に
で
き

上
っ
た
が
、
二
番
、
三
番
は
昭

和

年
ご
ろ
井
の
頭
公
園
へ
遊

26
び
に
行
き
、
こ
の
池
の
ボ
ー
ト

の
上
で
作
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に

記
憶
し
て
い
る
と
い
っ
て
い

る
。
そ
の
当
時
学
生
だ
っ
た
先

生
方
も
、
最
近
山
の
診
療
所
に

よ
く
来
ら
れ
る
が
、
当
時
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
「
穂
高
よ
さ

ら
ば
」
が
こ
ん
な
に
有
名
に
な

ろ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
い

っ
て
い
る
。

ま
た
当
時
槍
ヶ
岳
山
荘
の
従

業
員
で
あ
っ
た
田
林
昇
君
（
現

在
三
郷
村
小
倉
室
町
在
住
）
は

村
の
山
仲
間
た
ち
に
槍
ヶ
岳
山

荘
で
覚
え
た「
穂
高
よ
さ
ら
ば
」

を
教
え
た
と
証
言
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
彼
が
三
郷
村
一
帯

に
こ
の
歌
を
流
行
さ
せ
た
張
本

人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
わ
け
で

あ
る
。

現
在
歌
わ
れ
て
い
る
「
穂
高

よ
さ
ら
ば
」
の
曲
は
「
雷
撃
隊

出
動
の
歌
」
の
譜
面
と
多
少
違

っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
も

の
で
あ
る
と
信
ず
る
。

（
以
下

省
略
）

私
た
ち
に
な
じ
み
の
深
い
山

の
歌
の
一
つ
に
「
穂
高
よ
さ
ら

ば
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
歌
に

は
元
歌
が
あ
り
、
そ
の
替
え
歌

な
の
で
す
が
、
そ
の
由
来
に
関

し
て
、
か
つ
て
労
山
が
深
く
関

わ
っ
て
毎
月
発
行
さ
れ
て
い
た

山
岳
雑
誌
「
山
と
仲
間
」
に
誤

っ
た
投
稿
記
事
が
掲
載
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
記
事
は
、
こ
の
歌
が
当

時
の
「
三
郷
山
岳
会
」
の
上
高

地
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
生
ま
れ

た
と
紹
介
す
る
も
の
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
。「
そ
れ
は
ち
が

う
」
と
反
論
す
る
投
稿
が
、
当

時
の
槍
ヶ
岳
山
荘
支
配
人
だ
っ

た
藤
原
正
人
さ
ん
か
ら
「
山
と

仲
間
」
１
９
８
０
年

月
号
に

11

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

と
同
じ
部
屋
で
起

居
を
共
に
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
の

で
、
山
小
屋
の
ひ

ま
な
時
は
よ
く
山

の
歌
を
皆
で
歌
っ

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
穂
高
よ
さ

ら
ば
」
も
当
時
、

慈
恵
医
大
の
学
生

た
ち
か
ら
教
え
ら

「山と仲間」1980年11月号

山
の
歌

写
真
は
、
1
9
6
５
年

月
に
東
京
・
代
々
木
の
旧

11

国
立
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
第
3
回
全
国
青
年
ス
ポ
ー

ツ
祭
典
で
の
労
山
の
入
場
行
進
。
先
頭
で
旗
手
を
務
め

る
の
は
吉
尾
弘
さ
ん
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
ニ
ッ
カ
ー
ズ
ボ

ン
の
登
山
ス
タ
イ
ル
だ
が
、
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク
は
登

山
靴
禁
止
の
た
め
、
全
員
、
靴
を
脱
い
で
靴
下
だ
け
で

行
進
し
て
い
る
。

こ
う
し
た「
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
」

を
積
み
重
ね
る
な
か
で
、
恒
常

的
な
ス
ポ
ー
ツ
組
織
結
成
の
機

運
が
高
ま
り
、
新
体
連
が
誕
生

し
ま
し
た
。

新
体
連
結
成
に
あ
た
っ
て

は
、
登
山
界
か
ら
も
労
山
の
伊

藤
正
一
さ
ん
や
吉
尾
弘
さ
ん
、

長
野
県
岳
連
会
長
の
町
田
和
信

さ
ん
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ギ
ャ
チ
ュ

ン
カ
ン
登
山
隊
副
隊
長
の
吉
沢

一
郎
さ
ん
な
ど
が
発
起
人
に
名

を
連
ね
て
い
ま
す
。

結
成
さ
れ
た
新
体
連
に
、
労

山
（
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
）

は
、
１
９
７
７
年
３
月
に
正
式

加
盟
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
労
山
は
新
体
連
・

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
一
員

と
し
て
協
力
・
共
同
の
関
係
を

深
め
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
地

方
連
盟
は
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
の
地
方
組
織
に
も
加
盟
し
、

連
盟
事
務
所
を
共
有
し
た
り
し

ま
し
た
。「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
祭

典
」
に
は
、
登
山
部
門
で
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と

登
山
と
い
う
日
常
的
な
活
動
形

態
の
ち
が
い
が
あ
り
、
２
０
１

６
年
に
関
係
を
見
直
し
し
ま
し

た
。
い
ま
、
労
山
は
新
日
本
ス

ポ
ー
ツ
連
盟
の
賛
助
団
体
と
な

り
ま
し
た
が
、
両
者
の
理
念
や

目
的
は
共
通
し
て
お
り
、
協
力

関
係
は
ま
す
ま
す
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
賛
助
団
体
と
し
て

共
通
の
目
的
に
力
合
わ
せ
て

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
し
ち
ゃ
い
ま
し
た

「
目
で
見
る
ハ
イ
キ
ン
グ
Ａ
Ｂ
Ｃ
」

各
地
の
学
校
で
ご
活
用
を

全
国
連
盟
は
各
地

で
の
活
動
推
進
の
た

め
、
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
で
投
影
し
て
見
る

こ
と
の
で
き
る
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
版
の
教

育
素
材
を
作
成
し
ま

し
た
。
D
V
D
に
収

録
し
て
全
国
に
提
供

し
ま
す
。
会
員
教
育

や
公
開
登
山
学
校
・

ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
な
ど
で
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

１
枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
め
ら
れ

た
内
容
は
次
の
と
お
り
。

○
目
で
見
る
ハ
イ
キ
ン
グ
Ａ
Ｂ

Ｃ
・
歩
き
方
編

○
目
で
見
る
ハ
イ
キ
ン
グ
Ａ
Ｂ

Ｃ
・
装
備
編

○
目
で
見
る
リ
ー
ダ
ー
の
あ
り

方こ
の
他
、
地
図
閲
覧
ソ
フ
ト

「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
の
使
い

方
」
も
入
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
送
料
込
み

１
枚
２
０
０
円
で
お
送
り
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
全
国
事
務
局

ま
で
。
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「
ろ
う
さ
ん
ニ
ュ
ー
ス
」前
回

号
で
労
山
会
員
が
作
っ
た
山
の

歌
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
兵
庫

県
の
甲
山
（
か
ぶ
と
や
ま
）
勤

労
者
山
岳
会
の
天
野
憲
一
郎
さ

ん
か
ら
「
毎
月
、
定
例
会
と
は

別
に
、『
山
の
歌
を
う
た
う
会
』

を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
案
内

を
会
報
に
も
掲
載
し
、
楽
し
く

続
け
て
い
る
」
と
い
う
連
絡
が

入
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
投

稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇

◇

◇

「
山
の
歌
を
う
た
う
会
」を
始

め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
例
会
の
途
中
で
「
山
の
歌
」

を
歌
お
う
と
し
て
も
、
仲
間
と

一
緒
に
歌
う
経
験
が
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
気
に
な
っ
て
き

た
か
ら
で
す
。
考
え
て
み
る
と

最
近
は
、
ほ
と
ん
ど
「
山
の
歌
」

を
歌
っ
た
り
聞
い
た
り
す
る
場

面
が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
会
は
以
前
、「
岳
人
の
歌
」

が
愛
唱
歌
に
な
っ
て
い
た
時
期

が
あ
り
ま
し
た
が
、「
雪
山
に

消
え
た
あ
い
つ
」「
穂
高
よ
さ
ら

ば
」「
坊
が
つ
る
賛
歌
」「
い
つ

か
あ
る
日
」「
山
は
心
の
ふ
る
さ

と
」「
山
と
仲
間
」「
な
た
め
」

「
山
の
友
に
」
の
数
々
も
歌
い

継
が
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
こ
の
「
歌
う
会
」

で
初
め
て
教
え
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
歌
い
続
け
た
い
歌
の
数
々
で

す
。
ど
の
歌
詞
に
も
山
に
登
っ

て
き
た
先
輩
た
ち
の
深
い
想
い

や
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
憧
れ
が

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
再
発

見
し
ま
す
。

2
0
0
6
年
の「
兵
庫
県
連
」

創
立

周
年
記
念
歌
集
「
山
と

40

う
た
ご
え
」
を
テ
キ
ス
ト
に
歌

い
続
け
て
く
る
と
、「
山
の
歌
」

だ
け
で
は
な
く
学
生
や
青
春
時

代
に
唄
っ
て
い
た
名
曲
が
次
々

と
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
て
き
ま

す
。「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」「
さ

と
う
き
び
畑
」「
山
の
ロ
ザ
リ

ア
」
な
ど
が
そ
れ
で
す
が
、
こ

の
例
会
を
通
じ
て
昭
和
の
歌

姫
、
美
空
ひ
ば
り
が
歌
っ
た

「
一
本
の
鉛
筆
」
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

近
く
を
流
れ
る
武
庫
川
に
思
い

を
寄
せ
る
「
武
庫
川
」（
作
曲
：

福
田
和
郎

作
詞
：
南
垣
秀

樹
）
は
私
た
ち
の
「
会
」
が
歌

い
続
け
、
作
曲
者
に
感
謝
さ
れ

た
曲
で
も
あ
り
ま
す
。
会
の
出

発
当
初
か
ら
感
じ
て
い
た
「
山

の
歌
は
、
ま
さ
に
山
の
文
化
の

構
成
部
分
」で
あ
る
と
同
時
に
、

こ
の
文
化
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る

の
で
は
の
実
感
で
す
。・
・
・
そ

う
で
は
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す

が
。

に
も
な
る
」
と
教
え
て
い
た
だ

け
ま
し
た
し
、
初
歩
か
ら
の
ハ

ー
モ
ニ
カ
教
室
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
当
会
の
機
関
紙
「
Y
A

M
A
G
O
Y
A
」
に
報
告
し
続

け
て
き
た
結
果
、
毎
回
新
し
い

参
加
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
歌
の
レ
ベ
ル
を
上

げ
、
合
唱
な
ど
も
展
望
し
な
が

ら
、「
山
の
文
化
」
を
共
有
で
き

る
も
の
に
な
れ
ば
い
い
な
と
考

え
て
い
ま
す
。

東
京
都
連
盟
は
、
第
３
回
目

の
「
山
の
う
た
集
会
」
を

月
10

日
夜
に
全
国
連
盟
事
務
所
１

16階
で
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
雨
が
降
る
寒
い
日
で

し
た
が
、

名
が
参
加
。
ア
コ

23

ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
で
合
唱
が

続
き
、
室
内
に
は
し
だ
い
に
熱

気
が
…
。
都
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
第

３
８
１
号
か
ら
転
載
し
ま
す
。

●
や
は
り
、
皆
で
山
の
歌
を
う

た
う
と
い
う
の
は
、
何
か
特
別

な
感
情
が
沸
き
上
が
っ
て
き
て

良
い
も
の
で
す
ね
。
正
直
、
雨

の
な
か
、
ど
れ
だ
け
の
方
が
来

て
く
だ
さ
る
の
か
不
安
は
あ
り

ま
し
た
が
、
始
ま
っ
て
み
れ
ば

皆
さ
ん
の
沢
山
の
笑
顔
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

「
山
の
う
た
」
を
沢
山
の
方
と

歌
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

三
原
慎
治
（
都
連
盟
理
事
）

●
今
の
若
い
世
代
は
、
山
で
歌

を
歌
う
と
い
う
習
慣
が
あ
り
ま

せ
ん
。
主
催
者
側
で
あ
る
私

も
、
正
直
初
め
て
聞
く
曲
ば
か

り
で
し
た
。
楽
し
そ
う
に
歌
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
参
加
者
の
方

々
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
う

い
う
の
も
い
い
で
す
ね
！
と
素

直
に
感
じ
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン

も
若
者
も
、
共
に
楽
し
め
る
よ

う
な
山
行
の
在
り
方
を
、
実
現

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

小
美
濃
陽
一
（
都
連
盟
理
事
）

労
山
が
加
盟
す
る
ア
ジ
ア
山

岳
連
盟
で
、
各
国
の
山
仲
間
が

交
流
し
よ
う
と
、
中
央
ア
ジ
ア

の
国
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
山
岳
連
盟

か
ら
同
国
の
国
立
公
園
を
め
ぐ

る
ハ
イ
キ
ン
グ
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

労
山
は
こ
れ
を
う
け
、
国
際

部
を
中
心
に
、
８
月

日
～
９

25

月
１
日
に
青
森
か
ら
高
知
ま
で

全
国
各
地
か
ら
参
加
者

名
が

20

集
ま
っ
て
訪
問
隊
を
編
成
し
ま

し
た
。
そ
の
一
人
、
東
京
の

「
品
川
山
の
会
さ
ん
か
く
て

ん
」
か
ら
参
加
し
た
堤
淳
子
さ

ん
の
報
告
で
す
。

□

□

□

４
つ
の
国
立
公
園
を
車
で
巡

る
走
行
距
離
６
百
㎞
を
超
え
る

大
旅
行
だ
っ
た
。

遊
牧
の
お
じ
さ
ん
、
お
兄
さ

ん
は
日
本
人
と
そ
っ
く
り
な
顔

立
ち
で
、
穏
や
か
で
親
し
み
や

す
い
。
で
も
、
言
葉
は
カ
ザ
フ

語
か
ロ
シ
ア
語
で
ま
っ
た
く
わ

か
ら
な
い
。
宿
泊
は
都
市
の
ホ

テ
ル
、
山
中
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
、
テ
ン
ト
、
ユ
ル
ト
（
遊
牧

民
の
テ
ン
ト
）
と
い
ろ
い
ろ
。

食
事
は
旅
行
社
手
配
の
料
理
人

が
朝
・
昼
・
晩
作
る
お
い
し
い

サ
ラ
ダ
、
肉
（
牛
と
羊
、
イ
ス

ラ
ム
国
な
の
で
豚
は
な
い
）
と

野
菜
が
豊
富
な
料
理
、
チ
ー

ズ
、
果
物
。
特
に
ス
イ
カ
と
瓜

は
乾
燥
地
で
脱
水
気
味
の
体
に

は
応
え
ら
れ
な
い
お
い
し
さ
。

私
た
ち
が
行
っ
た
８
月
下
旬

は
乾
季
を
迎
え
、
１
ヵ
月
間
雨

が
降
っ
て
い
な
い
そ
う
だ
。
全

体
に
茶
褐
色
で
木
が
な
い
風
景

だ
が
、
６
、
７
月
は
こ
こ
に
緑

と
花
が
咲
き
乱
れ
、
す
ご
く
き

れ
い
だ
と
遊
牧
の
お
じ
さ
ん
が

話
し
て
く
れ
た
。

旅
の
忘
れ
が
た
い
出
来
事
は

延
々
続
く
難
路
の
ド
ラ
イ
ブ
。

地
図
も
道
路
標
識
も
な
い
の
に

間
違
え
ず
行
く
先
頭
運
転
手
は

す
ご
い
。
山
道
に
入
る
と
凸
凹

で
前
の
車
が
転
倒
す
る
の
で
は

な
い
か
と
ハ
ラ
ハ
ラ
。
こ
れ
を

楽
し
ん
で
し
ま
う
の
が
、
ま
さ

に
労
山
会
員
だ
。
壮
大
な
ス
ケ

ー
ル
の
国
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
！

（
堤
淳
子
）

山
の
歌
は
山
の
文
化
だ

歌
い
継
い
で
い
こ
う

毎
月
第
３
木
曜
日
の
午
後

６
時
半
か
ら
８
時
半
ま
で
の
定

例
会
で
す
が
、
３
年
近
く
続
け

て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
①

地
域
の
歌
声
サ
ー
ク
ル
の
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
の
継
続
し
た

援
助
が
あ
る
こ
と

②
同
じ

く
そ
の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す
る

人
材
が
い
る
こ
と

③
県
連

の
制
作
し
た
歌
集
が
あ
っ
た
こ

と
④
適
切
な
会
場
を
定
期
的
に

確
保
で
き
る
こ
と

⑤
例
会
の

後
の
「
飲
み
会
」
が
楽
し
い
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
「
し
っ
か
り

声
を
出
す
こ
と
は
老
化
の
予
防

赤茶けた草原の向こうに雪をいただく天山山脈が見える。
左から４人目が筆者の堤さん。

「
山
の
歌
を
歌
う
会
」
を

知
ら
せ
る
案
内
チ
ラ
シ

労
山
を
外
部
に
宣
伝
す

る
新
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
で

き
ま
し
た
。
A
4
版
３
つ

折
り
サ
イ
ズ
で
す
。
注
文

が
あ
り
次
第
、
無
料
で
必

要
枚
数
を
送
付
し
ま

す
。
地
方
連
盟
や
会

の
連
絡
先
も
記
載
し

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
活
用
し
、
会
員

を
増
や
し
ま
し
ょ

う
。
ご
注
文
は
全
国

連
盟
事
務
局
ま
で
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は

壮
大
な
大
地
だ
っ
た

中
央
ア
ジ
ア
の
国

労
山
が
交
流
訪
問
隊
を
派
遣

甲
山
勤
労
者
山
岳
会

天
野
憲
一
郎

歌
詞
に
込
め
ら
れ

歌
詞
に
込
め
ら
れ
たた

山
へ
の
深
い
想
い
と
憧

山
へ
の
深
い
想
い
と
憧
れれ

「
山
の
歌
を
う
た
う
会
」
を
毎
月
開
催

新
し
い
労
山
リ
ー
フ
が
で
き
ま
し
た

注
文
を
受
け
ま
す

外
に
向
け
た
宣
伝
に
ご
活
用
を

東京都連盟でも「山のうた集会」

みんなで歌えば
たくさんの笑顔が


